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キシダ化学株式会社は、英 DefiniGEN が有する特殊疾患モデル

細胞作製技術を導入し、自社が有する創薬向けビルディング・

ブロックや化合物ライブラリーのビジネスと合わせた新たな 

付加価値提案を、創薬向け研究者様向けに行って参ります 

DefiniGEN は、2013 年に英ケンブリッジ大学からスピンアウトした企業であ

り、OptiDiff プラットフォームと称する、iPS 細胞から肝細胞、膵β細胞、小腸オル

ガノイド等に高効率に分化誘導および凍結保存できる特許化技術を有しています。ま

た、DefiniGEN は早期より疾患モデル開発に向けた研究開発を並行させ、ドナー由来

のモデルに加え、ゲノム編集（CRISPR/CAS）を導入した iPS 由来疾患モデル細胞作

製に関する実績を多く挙げております。 

特に米国 FDA における Orphan Products Development (OOPD) という希少疾

患をターゲットとした創薬開発加速プログラムにおいて、スピーディかつ安価に疾患

モデルを作製できる本法が、疾患動物作製等に代わる新たな方法として、メガファー

マおよびバイオベンチャーに広く採用されています。また、iPS 細胞を起点として、

一方をゲノム編集における疾患モデル化、他方を非疾患モデルとすることにより、

isogenic control の提供が可能となる利点が高く評価されています。

新たな創薬ターゲットとして、代謝系を中心とした希少疾患モデルに加え、

NASH・NAFLD 等の脂肪肝モデルや、各種糖尿病モデルを作製することのできる

DefiniGEN の技術を採用したプロジェクト実績をご紹介致します。 

キシダ化学は、創薬開発者の視点を取り入れたビルディング・ブロックやそれ

らを組合わせた化合物ライブラリーの品質および、ドラッガビリティの高さに定評が

あり、DefiniGEN が作製する iPS 由来疾患モデル細胞と組み合わせ、効率的にヒット

～リード探索を行うプラットフォームを提唱して参ります。 
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